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課題の見える化

病院の来院者数や待合室・会計
の混雑を数値化し、見える化し
ます。日時、週、月単位で分析し
て、スタッフの配置やオペレー
ションを見直すためのデータを
提供します。

医師、看護師の業務効率化

施設内に設置したカメラ※から
危険状態を検出すると、管理者
や看護師に通知します。施設内
や患者様の見守り業務負担の軽
減につながります。
※利用者様の合意を得たうえで、
カメラ設置します。

世界でも例を見ないほどの超高齢化社会に突入する日本では、
高齢化に伴う医療費の高騰や、医療従事者不足など、さまざま
な問題に直面しています。当社では、さまざまな産業でAI・
IoTサービスを提供し、第4次産業革命型産業へと再構築する
取り組みを行っています。これまでに培ったAI・IoT技術で医
療業界の課題を解決し、医療費の削減、医療現場の業務効率の
向上、医療従事者の働き方改革などを実現することで、医療の
未来に貢献します。

施設内のセキュリティ強化

未登録者の侵入、進入禁止区域
にて不審な行動をカメラで検出
すると管理者に通知します。少
ない人員でも施設内の危険を早
期に把握し、安全性の高い施設
運営をサポートします。

OPTiM AI Camera  for Hospital
OPTiM AI Camera  

オプティムは医療が抱える課題を
IT の力で解決します

医療は次のステージへ

医療機関・介護施設向け画像解析サービス

来院者カウント

侵入検出
徘徊高齢者検出

混雑検出

長時間滞在検出

カメラを活用して、医療機関・
介護施設の状況を見える化し、
施設内のセキュリティ強化や医
療スタッフの業務効率化に貢献
します。 
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日本初※！スマートフォン・タブレットを用いた
オンライン診療サービス

在宅医療支援サービス 

健康相談ポケットドクター　予約相談 

オプティムの遠隔支援技術とMRT株式
会社が培ってきた医療情報および医師・
医療機関のネットワークを組み合わせた
新しい形のサービスをご提案します。

オプティムの医療・介護向けプラットフォーム活用事例
エヌ・デーソフトウェア株式会社は、在宅で介護サービ
スを受ける方々に安心・安全な環境で過ごしていただく
ことを目指し、TV電話の見守りツール「ほのぼの TV
通話システム」を提供しています。 

診療予約から決済までの一連の
流れを、スマホ・タブレットから
オンライン上で実現できます。

病院と同じような見回り・診療・
お声がけを実現し、さらに緊急
事態を検知できるような環境を
提供します。

スタッフの業務効率化 
医療機関スタッフの現在地やタ
スクの管理ができ、訪問業務の
効率向上に繋げます。

病院と同じような見守りを実現

医療機関は、患者の日常の生活
状況やバイタルデータを見守る
事が可能です。 

馴染みのあるテレビを活用 
高齢患者でも馴染みがあり、使
いやすく、医師の顔が見やすい
テレビを使用します。

治療中断や受診機会損失の軽減

スマホを活用することによって、患者は時間や場所の制
約がなく受診でき、治療継続率の向上に繋がります。

赤ペン・指差しによる的確な指示※ 

ビデオ通話中に赤ペン・指差しマークを表示することで
患者への指示・症状説明を的確に行えます。 

バイタルデータの取得・共有 
ヘルスケア機器から取得した患者のバイタルデータを医
療機関に共有することが可能です。 

患者宅 医療機関

ヘルスケア機器・
センサーでの見守り

スタッフ管理

遠隔お声がけ

※株式会社オプティム・MRT株式会社調べ

クレジットカード決済

薬・処方箋の配送

診察

患者

通院中の医療機関

スマートフォン・タブレットを用いた健康相談サービス 
好きな日時に予約し、待ち時間なしで全国にいる専門の医師に相談する
ことができるサービスです。 

オンライン診療ポケットドクター 

ヘルスケア
機器連携

Smart Home Medical Care

※赤ペン機能や指差し機能は、スマートフォン・タブレット・スマートグラスか
らのライブ映像を活用した遠隔作業指示の基本特許技術「Overlay 
Technology」(特許第 5192462号 )を用いることにより実現しました。

オンラインで予約
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AMIAS

AIプログラムの豊富な
バリエーション 
オプティムを含め国内外のAIプ
ログラムメーカーが開発した、
さまざまな医療画像診断支援AI
プログラムが利用できます。 

ベンダーニュートラルな
機器接続 
PACSやモダリティなど院内シ
ステムをメーカー問わず接続で
きるため、既存の院内システム
から得られた画像データに対
し、さまざまなAIプログラムで
解析できます。 

最適なAIプログラムを
自動で選択 
院内システムから取得した画像
データを、あらかじめ定めた条
件に基づき最適なAIプログラム
で解析を行うことができます。 

国内外のAIプログラムメーカー
が開発したさまざまな医療画像
診断AIプログラムを、医療現場
で普及／実用化させるプラット
フォームです。

眼底画像診断支援システム OPTiM Doctor Eye

医療画像データの流れ

画像診断装置
院内基幹
システム

X線

CT／MRI

眼底

電子カルテ

解析結果

解析結果

AIによる解析

最適な
AIを選択

画像管理装置

PACSなど

撮影 画像格納 解析実施 解析結果確認

メディカル・イノベーション・プロジェクト
医療画像診断支援
AI統合オープンプラットフォーム

「眼底画像診断支援システム OPTiM Doctor Eye」は
眼底検査※1で撮影された眼底画像を解析し、視神経乳頭
陥凹（ししんけいにゅうとうかんおう）※2領域を抽出し
て、その計測値を提供することが可能となります。 

※1眼底検査とは、硝子体・網膜・脈絡膜・視神経乳頭を撮影し、実際に医師が
直接目で見るもしくは写真による観察を行う、眼科検査の一つ。 

※2視神経乳頭陥凹とは、視神経乳頭（網膜にある視神経の神経線維があつまり、
眼球の外へ出ていく部分）がへこんでいる状態。 

メディカル・イノベーション・プロジェクト

・医療画像診断支援 AIの開発
・国内外の医療画像診断支援 AIを評価する臨床研究の推進…等

研究例

佐賀大学医学部の医学的知見、佐賀大学医学部附属病院の臨床データ
と実践の場、オプティムのAI・IoT技術を組み合わせ、高度医療の実
現・地域医療の連携強化に向け、未来型医療の新たなイノベーション
を創出する研究を実施しています。

医薬品医療機器等法に基づいて認証された医療機器プログラムです。

54


